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第５９期  事 業 報 告 書 

 
概 況 

２０２４年度の世界経済は金融引き締めの効果もあって物価高が落ち着きを見せ、米欧

の中央銀行は利下げに転じ、失業率の急上昇も回避された。ただ、物価の伸びに対して、

賃金の伸びが追いつかなかったことから各国国民の不満ともなり、歴史的な選挙イヤー

であった２０２４年は各国政権与党にとって厳しい結果となった。 

特に米国ではトランプ氏が大統領に返り咲き、同政権のとる関税政策が世界経済と国

際金融市場を激しく揺さぶった。特に中国との間では過激な高関税措置の応酬となり、

貿易戦争は一段と深刻化しつつある。加えて、先行きが見えないロシア、ウクライナ間

の戦争、一時停戦したものの、その延長の目途が立たないイスラエルとハマスの戦争な

ど地政学的リスクの影響は世界経済全体の不確実性をより強めた。 

国内経済は、一部で足踏みするも緩やかに回復の動きを示した。ただ、個人消費につ

いては実質賃金の回復に伴い、増加傾向に転じてはいるものの、物価上昇のスピードに

ついていけず、消費マインドは鈍化傾向にある。一方、企業は労働力確保に向けた賃上

げの動きを強めており、２０２５年の春闘においても、２０２４年に続き高い賃上げが実現

すると予想される。景気の先行きについては内需主導で緩やかな回復が予想され、産業

界のデジタル化・脱炭素・サプライチェーン強靱化に向けた設備投資などの取り組みや

人手不足に対応する動きなど、拡大傾向が続くものと考えられる。 

しかし、米国トランプ政権の関税措置などによる貿易戦争の激化、地政学的なリスク

の拡大などによる影響は世界経済の先行きの不透明感を煽り、今後の我が国経済の動向

にも大きな懸念材料となるものと考えられる。 

 

このような中、２０２４年度の国内の登録車及び軽自動車の新車の総販売台数は、前年

度比１．０％増の４，５７５，７０５台となり、３年連続の増加となった。このうち、登録車は

２，９４８，２９４台、同１．６％増で３年連続の増加、軽自動車は１，６２７，４１１台、同０．１％

増で２年ぶりの増加となっている。 

一方、２０２４年度の中古車登録台数は、登録車が前年度比０.８％増の３，６３３，８７９台

で２年連続の増加、軽自動車が同０．４％減の２，８３４，００５台で２年ぶりの減少となった。

合計では、同０．３％増の６，４６７，８８４台となっている。 

 

このような状況の下、当協会としては、自動車販売業界における中古車部門の重要性

が高まる中、消費者に信頼される中古自動車査定制度の普及・浸透を主目的に諸事業を

展開した。 
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販売店で利用されている中古自動車査定基準については、環境の変化に対応し適宜見

直しを行っており、その結果について周知徹底に努めているところである。 

査定制度の充実、普及のためには、販売店における中古自動車査定士の資格取得者の

増加を図ることが重要であることから、毎年２回の中古自動車査定士技能検定試験を実

施している。今年度についても、６月、１２月に実施した。申請者数は１１，３０６名、前年

比９４．５％と減少した。登録査定士は２０２４年度末現在１３１，８０３名となり、前年と比

べ１，２１６名減少した。 

 

販売店、信販会社等からの依頼により当協会職員が行う査定については、２７，９５９台

で前年比８３．８％と減少した。また、消費者・ユーザーから依頼され、修復歴の有無に

ついて確認する車両状態確認証明書の発行は、３，０５７台で前年比８６．８％と減少した。 

オークション出品車両の事前検査事業の検査台数は３４，１１７台で、前年比９７．４％と

減少した。 

また、商品中古車の確認証明申請台数は１７１，５３７台で、前年比８３．８％と減少した。 

中古車輸出検査事業については、モーリシャス、スリランカなどを中心に、４，７４１台

で､前年比１２４．３％となった。当事業は、仕向け国内の政治的事由に大きく影響を受け

輸出台数が極端に増減を繰り返しているが、今年度は、新型コロナウイルスの感染が落

ち着きを見せ検査台数が増加した。 

また、協会の主要業務に成長した車両状態証明事業（V-CON）の検査台数は     

１３５，３５７台で、前年比１０２．９％と増加した。 

 
査定総合支援システム「カーチェックス」については、自動車乗用メーカー７社でほ

ぼ全国導入しており、日常業務で必要不可欠なシステムになっている。 

自動車業界の変化やＩＴ業界の変化に対応すべく、日々改修を行い各メーカーの基幹

システムや販売システムの進化に合わせ対応した。 

また、当協会が運営する流通相場（オートオークション、小売）検索サイトである

「e-JAN」についてはユーザーの要望を聞き、新機能の追加を図ると共に会場数の増加

も進めた。 

当協会が発行する中古車グレード判断に関連する参考書としての査定ガイド、価格情

報誌であるイエローブック、シルバーブック等の各種ガイドブックは、自動車販売関連

企業の統廃合、社員の減少、経費の節減、査定システムの普及等から販売環境は厳しく、

販売部数は減少している。このため、査定ガイドについては２０２４年度をもって販売を

終了することとした。また、査定ガイドの電子メディア「JAAI-Net」を通じて我が国で

販売されている全ての自動車に関する型式・装備内容等の情報を提供しているが、   
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２０２４年度においても、迅速な情報の提供と内容の充実及びユーザーの利便性向上に努

めた。 

２０２４年度の当協会事業については、厳しい経済環境等の中であったが、各種事業を

積極的に推進し、事業の合理化、経費節減等に努めたこともあり、非収益事業及び収益

事業共に黒字の決算となった。 
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主 要 事 業 内 容 

 

１．査定制度の普及、定着を目指す事業の推進 

(1) 中古自動車査定士技能検定試験の年２回の実施 

自動車市場の成熟化とともに自動車業界における査定制度の重要性がますます高

まる中、当協会では技能検定試験受験申請者の受験機会拡大の観点から、１９９６年

度以降、技能検定試験を毎年２回実施し、申請者の利便性向上に努めてきた。 

今年度においても６月に前期、１２月に後期と年２回の技能検定試験を実施した｡ 

また、昨年と同様に検定講習のスタイルである対面講習を一部 e ラーニングに切

り替え利便性向上に努めた。 

 

前期並びに後期の技能検定結果は、下表の通りであった。 

 小型車 大型車 
合計 前年 対前年比 

前期 後期 計 前期のみ 

申請者数 5,141 名 5,994 名 11,135 名 171 名 11,306 名 11,967 名  94.5％ 

(内学生) ( 1,011) (  990) ( 2,001) (―) ( 2,001) ( 2,362) 84.7％ 

受験者数  4,869  5,659 10,528 163 10,691 11,239 95.1％ 

(内学生) (  941) (  950) ( 1,891) (―) ( 1,891) ( 2,186) 86.5％ 

合格者数  3,592  4,403  7,995 144  8,139  8,788 92.6％ 

(内学生) (  668) (  719) ( 1,387) (―) ( 1,387) ( 1,586) 87.5％ 

合格率  73.8％  77.8％  75.9％ 88.3％ ― ― ― 

 

今年度の受験申請者総数は１１，３０６名となり、前年の１１，９６７名を６６１名下回った。 

小型車の通年合格率は７５．９％となり、昨年の７７．９％を２．０％下回る結果となっ

た。２０２４年度末現在の登録査定士は１３１，８０３名で前年度から１，２１６名減少した。 

また、査定業務実施店数は７，８４２社で前年度から９社減少した。 

 

(2) 中古車市場環境に対応した査定基準の見直し及び円滑な定着・促進 

加減点基準Ⅱ(協会用)については、小型車基準の改正のため、板金修理費の調査

を行い減点点数の精査を行った。これは、次年度において修復歴基準（小型車のフ

レーム）と冠水車判断基準（大型貨物車）の検討を行い、加減点基準Ⅱの改正を行

う予定である。 

また、加減点基準Ⅰ(販売店用)について、近年の販売店取引を考慮し、オークシ

ョン取引にも応用できる評価点算出をベースとする査定方法の研究を行った。この

作業は次年度も継続して行い、加減点基準Ⅰ(販売店用)の見直しを行うこととした。 
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(3) 査定総合支援システム「カーチェックス」の活用及び普及 

査定総合支援システム「カーチェックス」は、自動車乗用メーカー７社でほぼ全

国導入しており、日常業務で必要不可欠なシステムになっている。今年度も常に自

動車業界やＩＴ業界の変化に合わせ適宜対応した。 

また、「カーチェックス」を軸とした基幹システムとの連動や各種自動車データシ

ステムとの連動に対応し導入販売店は増加した。 

 

(4) 適正査定のための査定士に対する研修及び講習の充実 

中古自動車査定士証の有効期間は３年と定められており、査定士証更新のための

研修受講は資格登録を維持する条件となっている。今年度の義務付け研修会は、全

国各支所で対面方式による研修会を１３６回実施し、e ラーニングを含む３６，８８３名

が受講した。この中には実車を用いての研修会が５１回含まれており、１，９７３名が

受講した。さらに、「冠水車の痕跡と特徴Ⅱ」の教材を使用して、査定士証更新時の

義務付け研修と併せて「特別講習」を実施した。 

義務付け研修会以外に各支所単位では、支所が主催する研修会や販売店からの依

頼による任意研修会を実施しており、その回数及び受講者は８１０回、８，２２４名と

なっている。最近では、基本的な「車両の点検手順」あるいは「車両状態の表記方

法」についての研修に加えて、「修復歴車の確実な判断力の習得」のニーズが増加し

ており、開催した研修会のうち６９７回が実車を用いた研修となっている。 

 

技能検定申請者推移 
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(5) 業界が実施する中古自動車査定士技能コンテストへの積極的協力 

査定士の技能向上を目的として各メーカー及び各販売店が実施する「査定士技能

コンテスト」に積極的に支援を行なった。 

 

(6) 査定士のための各種研修用教材の開発 

２０２４年度は、２０２５年度より使用する査定士研修用ノート１７の講師用解説書、

e ラーニング及び特別用教材を作成した。この教材は、今後３年間使用する。 

 

(7) 一般消費者への査定制度等のＰＲ 

当協会の業務内容については、ホームページの充実を図り広報する他、一般消費

者に広く査定協会を広報するためＰＲに努めた。 

 

 

２．中古車関連情報の適切迅速な提供 

(1) 中古車価格ガイドブック（イエローブック・シルバーブック）の迅速な発行及び

情報内容の充実並びに購読者減に対応した発刊方法の改善 

２０２４年度は、上半期で一部メーカーの認証不正問題により、新車供給が減少

した車種があり、中古車流通量も減少した。下半期になり新車供給も再開された

ことから、中古車流通量も徐々に回復し、輸出関係を中心に中古車市場では高値

の相場となった。こうした市場実態の中、ガイドブック作成にあたり各自動車メ

ーカー及び販売店と情報交換を行い、さらに「中古車販売実績」「市場実態調査」

「オークション情報」等幅広い情報を積極的に取り入れ、掲載価格が市場実勢と

乖離することがないよう努め、マーケットの状況を迅速にガイドブックの価格設

定に反映した。 
 

(2) 査定ガイド、JAAI-Net にて提供する情報内容の充実及び利用会員増加対策の強

化 

販売店の統廃合、インターネットによる価格情報の増加、査定システムの普及な

どにより、当協会が発行する中古車価格ガイドブックの販売部数の減少傾向が続い

ている。査定ガイドについては、各メーカーが車台番号によるグレード検索サービ

スを Web 上で行っていることから、ユーザーの利用状況を調査した結果、型式指

定、類別区分番号によるグレード検索は役割を終了したと判断し、２０２４年版を最

後に廃刊することとした。 

査定ガイドの Web 版でもある JAAI-Net については、掲載内容も含め引き続き
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検討していく。 

拡販策としては、中古車価格ガイドブック「シルバーブック」と「イエローブッ

ク」を新規査定業務実施店に３ヵ月間無償配布した。 

 

(3) オークション価格サイト（e-JAN）のデータ提供会場数を拡充して内容充実をは

かり会員数の増加対策強化 

e-JAN（Electronic JAAI Auto Net）はユーザーの利便性を高めるべく、提供会

場数を増加し掲載内容を充実させ新機能を追加した。また、各自動車メーカーのシ

ステムと連動させ販売店のニーズに答えるべく提案を行った。 

 

 

３．査定協会職員による査定及び検査証明業務の適正な実施 

(1) 依頼査定業務の適正な実施 

今年度の査定実績は、２７，９５９台となり、前年比８３．８％となった。 

依頼目的別の集計では、「下取車」は３２５台で前年比９１．３％、「買取」について

は１，６０５台で前年比７８．９％であった。 

依頼先区分別に見ると、「販売店」からの査定依頼が６，６３９台で前年比８４．１％、

専業店は前年比１０２．６％、一般ユーザーは前年比７８．６％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

査 定 実 績 
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(2) 車両状態証明事業（V-CON）の積極的な実施 

中古車の販売時に車両の状態を見やすく記載して、販売店が購入者に説明できる証

明書の発行業務を実施している。今年度の検査台数では１３５，３５７台（前年比    

１０２．９％）となった。また、認定検査員制度は、販売店における検査の内製化を促

進できることから、積極的に検査員の育成協力を行い、認定検査員試験において  

４５名が合格した。 

 

(3) 商品中古自動車確認証明業務の適正な実施 

１９８６年度から実施している当業務は、販売事業者の経費節減の観点から自動車

販売事業者に浸透しており、今年度は１７１，５３７台（前年比８３．８％）の申請であっ

た。なお、全国の自動車販売店に還付された商品中古自動車の自動車税種別割の減

免金額は、約１４億９千４百万円となっている。 

 

(4) 中古車輸出検査事業の海外へのＰＲと信頼される検査の実施 

今年度の輸出検査台数は４，７４１台（前年比１２４．３％）であった。その内、モー

リシャスの検査台数は３，２１４台（前年比８８．５％）、スリランカは前年まで輸入が

止まっていたものが２０２５年２月より再開され１，４１０台となった。バングラデシュ

の検査台数は９２台（前年比１１２．２％）であった。 

 

(5) オークション出品車両の厳正な検査の実施 

当協会では、オークション会場等から出品車両あるいは展示車両の検査業務を依

頼されており、厳正な姿勢で検査を実施している。今年度は、新車販売台数が新型

コロナ禍前の状態に戻りつつある中、３４，１１７台（前年比９７．４％）の検査を実施

した。 

 

(6) 各支所への査定情報の提供 

最近の査定先は、信販系、リース系等全国展開しているところが多く、そうした

依頼者の査定にあたっては、各支所が統一された情報により査定することが必要と

される。そのため、支所間における査定評価額に大きな差が出ないようカーチェッ

クス、証明書発行システム等、情報共有するシステムの充実を図った。また、修復

歴の統一した判断ができるよう、本部、支所間での情報共有を行った。 
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４．その他 

(1) Web 会議、テレワーク設備構築等デジタル化、リモート化の充実 

 
(2) 協会本部・支所間情報ネットワークの充実、支所査定情報の共有 

クラウド型グループウェアのテスト導入を行い、本部支所間の効率化をより図る

べく準備を進めた。 
また、ポータルサイトを活用し、資料や議事録の共有を積極的に行った。 

 
(3) 協会職員の人材教育（査定・検査職員研修、経理担当者研修等） 

① 全国査定長会議の開催 

２０２５年１月２８日、２９日に全国査定長会議を開催した。主たる内容は、各分科

会からの活動報告、本部からの連絡、本田技研工業株式会社から「Honda 査定研修

の今後について」について、また、査定業務実施店への取組等の好事例を主とした

意見交換会を行った。 

② 経理担当者研修会の開催 

２０２５年２月６日に全国経理担当者研修会を開催した。主たる内容は、決算・予

算作成要領についての説明を行った。 

 

(4) 諸会議の効率的な開催 

諸会議の開催を効率的・効果的に進め、経費及び時間の節減に努めた。 

 

(5) 業務の効率的な実施による諸経費の削減 

業務全般に亘って効率的な遂行を目指し、経費及び時間の節減に努めた。 

 

(6) 自動車関係団体との緊密な連携と情報交換の実施 

関係諸官庁並びに関係団体との連携を密にして、指導と協力を仰ぎ、情報の交換、

資料の収集、社会経済情勢の把握に努め、事業の円滑な推進を図った。 

 

(7) 個人情報保護法等法令遵守への取り組み 

２００５年より当協会は個人情報保護法に対応するため、「基本方針」、「保護規程」、

「情報セキュリティ実施要領」を定めているが、今年度も査定士技能検定試験、査

定士管理、個別査定等の業務ごとに厳正に取り組むよう努めた。 
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第５９期に開催した主な会議、講習会等 

 

 

Ａ．理事会 

   第１８９回理事会（２０２４年６月５日） 

於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

    議 題 

    （1）２０２３年度(第５８期）事業報告書（案）の承認について 

    （2）２０２３年度(第５８期）計算書類等(案）の承認について 

    （3）事業報告書（案）・計算書類等（案）について監事からの監査報告 

及び承認について 

    （4）理事の退任に伴う新理事候補の推薦について 

    （5）その他 

 

   第１９０回理事会（２０２４年６月２６日）           於「霞山会館」 

    議 題 

    （1）代表理事等（理事長・専務理事）の選定について 

    （2）その他 

 

   第１９１回理事会（２０２５年３月２７日） 

於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

    議 題 

    （1）２０２５年度(第６０期）事業計画書(案）の承認について 

    （2）２０２５年度(第６０期）収支予算書（案）の承認について 

    （3）第１９２回理事会の開催(案）について 

    （4）第１４９回定時評議員会の開催(案）について 

    （5）その他 

 

Ｂ．評議員会 

   第１４８回評議員会（２０２４年６月２６日）          於「霞山会館」 

    議 題 

    （1）２０２３年度(第５８期）事業報告書の理事会承認報告について 

    （2）２０２３年度(第５８期）計算書類等(案）の承認について 
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    （3）事業報告書・計算書類等(案）について監事からの監査報告、 

       及び承認について 

    （4）評議員任期満了に伴う改選について 

    （5）理事・監事任期満了に伴う改選について 

    （6）その他 

 

Ｃ．技能検定専門委員会 

   第１５８回技能検定専門委員会（２０２４年５月１３日） 

    議 題 

    （1）第７７回中古自動車査定士技能検定の試験問題について 

    （2）その他 

 

   第１５９回技能検定専門委員会（２０２４年７月８日） 

    議 題 

    （1）第７７回中古自動車査定士技能検定試験の合否について 

    （2）その他 

 

   第１６０回技能検定専門委員会（２０２４年１０月３０日） 

    議 題 

    （1）第７８回中古自動車査定士技能検定の試験問題について 

    （2）その他 

 

   第１６１回技能検定専門委員会（２０２５年１月１４日） 

    議 題 

    （1）第７８回中古自動車査定士技能検定試験の合否について 

    （2）その他 

 

Ｄ．査定基準価格専門委員会 

   第６３７回 ２０２４年 ４月１９日           於「東郷記念館」 

   第６３８回 ２０２４年 ５月１７日           於「東郷記念館」 

   第６３９回 ２０２４年 ６月２１日           於「東郷記念館」 

   第６４０回 ２０２４年 ７月１９日           於「東郷記念館」 

   第６４１回 ２０２４年 ９月２０日           於「東郷記念館」 

   第６４２回 ２０２４年１０月１８日           於「東郷記念館」 
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   第６４３回 ２０２４年１１月１５日           於「東郷記念館」 

   第６４４回 ２０２４年１２月２０日           於「東郷記念館」 

   第６４５回 ２０２５年 １月１７日           於「東郷記念館」 

   第６４６回 ２０２５年 ２月２１日           於「東郷記念館」 

   第６４７回 ２０２５年 ３月２１日           於「東郷記念館」 

 

Ｅ．輸出検査特別委員会 

   開催実績なし 

 

Ｆ．査定士技能検定試験 

   第７７回 ２０２４年 ６月１６日 小型  受験者数  ４，８６９名 

        ２０２４年 ６月１９日 大型  受験者数  ９，１６３名 

   第７８回 ２０２４年１２月１１日 小型  受験者数  ５，６５９名 

 
Ｇ．全国支所長会議 

   ２０２４年６月６日        於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

   議 題 

   （1）２０２３年度(第５８期）事業報告について 

   （2）２０２３年度(第５８期）計算書類等について 

 

   ２０２５年２月２６日       於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

   議 題 

   （1）２０２５年度(第６０期）事業計画(案）について 

   （2）２０２５年度(第６０期）予算の考え方について 

 

Ｈ．運営企画委員会 

   第２９６回運営企画委員会（２０２４年６月５日） 

於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

   議 題 

   （1）２０２３年度(第５８期）事業報告書（案）について 

   （2）２０２３年度(第５８期）計算書類等(案）について 

   （3）２０２５年度中古自動車査定士技能検定試験実施日程について 

   （4）その他 
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   第２９７回運営企画委員会（２０２４年１１月２９日） 

於「ザ ロイヤルパークホテル アイコニック 東京汐留」 

   議 題 

   （1）２０２５年度(第６０期）事業計画(案）及び予算編成の考え方（案） 

   （2）各分科会の審議状況・予定について 

   （3）その他 

 

   第２９８回運営企画委員会（２０２５年３月２７日） 

於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

   議 題 

   （1）２０２５年度(第６０期）事業計画(案）及び収支予算書(案）について 

   （2）２０２５年度(第６０期）各分科会の進め方について 

   （3）その他 

 

Ｉ．全国査定長会議 

   ２０２５年１月２８日～２９日       於「東京グランドホテル」 

   議 題 

   （1）各課及び各分科会からの報告 

   （2）意見交換会「各支所における実施店への取組等の好事例について」 

 

Ｊ．運営企画部会 

   ２０２４年 ６月 ５日      於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

   ２０２４年１１月２９日  於「ザ ロイヤルパークホテル アイコニック 東京汐留」 

   ２０２５年 ３月２７日      於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

 

Ｋ．査定実務分科会 

   ２０２４年 ４月 ９日～１０日 （第１回） 於「本部会議室」 

   ２０２４年 ７月 ９日～１０日 （第２回） 於「本部会議室」 

   ２０２４年 ８月２０日～２１日 （第３回） 於「本部会議室」 

   ２０２４年 1０月 ８日～ ９日 （第４回） 於「本部会議室」 

   ２０２４年１１月１３日～１４日 （第５回） 於「本部会議室」 

   ２０２４年１２月１６日～１７日 （第６回） 於「本部会議室」 

   ２０２５年 ３月１３日～１４日 （第７回） 於「本部会議室」 
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Ｌ．教材分科会 

   ２０２４年 ４月２２日～２３日 （第１回） 於「本部会議室」 

   ２０２４年 ６月２６日～２７日 （第２回） 於「本部会議室」 

   ２０２４年 ８月２６日～２７日 （第３回） 「Ｗｅｂ会議」 

   ２０２４年 ９月２６日～２７日 （第４回） 於「本部会議室」 

   ２０２４年１１月１１日～１２日 （第５回） 於「本部会議室」 

   ２０２５年 １月１５日～１６日 （第６回） 於「本部会議室」 

   ２０２５年 ２月１７日～１８日 （第７回） 於「本部会議室」 

 

Ｍ．査定基準価格分科会 

   ２０２４年 ４月 １日～ ２日 （第１回） 於「本部会議室」 

   ２０２４年 ６月 ３日 （第２回） 「Ｗｅｂ会議」 

   ２０２４年 ７月 １日～ ２日 （第３回） 於「本部会議室」 

   ２０２４年 ８月 １日 （第４回） 「Ｗｅｂ会議」 

   ２０２４年 ９月 ３日 （第５回） 「Ｗｅｂ会議」 

   ２０２４年１０月 ２日～ ３日 （第６回） 於「本部会議室」 

   ２０２４年１１月 １日 （第７回） 「Ｗｅｂ会議」 

   ２０２４年１２月 ２日～ ３日 （第８回） 於「本部会議室」 

   ２０２５年 １月３０日～３１日 （第９回） 於「本部会議室」 

   ２０２５年 ２月２８日 （第１０回） 「Ｗｅｂ会議」 

 

Ｎ．輸出検査実務分科会 

   開催実績なし 

 

Ｏ．Ｖ－ＣＯＮ推進分科会 

   ２０２４年 ５月１４日 （第１回） 「Ｗｅｂ会議」 

   ２０２４年 ７月２９日～３０日 （第２回） 於「本部会議室」 

   ２０２４年 ９月 ４日～ ５日 （第３回） 於「本部会議室」 

   ２０２４年１０月２８日～２９日 （第４回） 於「大   阪」 

   ２０２４年１２月２３日～２４日 （第５回） 於「本部会議室」 

 

Ｐ．システム分科会 

   ２０２４年 ８月２８日 （第１回） 「Ｗｅｂ会議」 

   ２０２４年 ９月１８日～１９日 （第２回） 於「本部会議室」 
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   ２０２５年 １月２０日 （第３回） 「Ｗｅｂ会議」 

   ２０２５年 ３月１１日～１２日 （第４回） 於「本部会議室」 

 

Ｑ．職員の研修会 

   (1) 全国経理担当者研修会 

     ２０２５年 ２月 ６日 於「東京グランドホテル」 

 

   (2) Ｖ-ＣＯＮ本部研修・資格試験 

     ２０２４年 ６月 ４日  「Ｗｅｂ開催」 

     ２０２４年 ９月１２日  「Ｗｅｂ開催」 

     ２０２４年１２月 ４日  「Ｗｅｂ開催」 

 

Ｒ．その他 

   第５９期に作成した主な出版物 

    「査定ガイド」（２０２４年版） 

    研修用ノート１７、査定の予備知識（２０２５．４～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
























